
羅麟
恐
醐

}叢

我

所
得
税

と
普
遍

の
原
則

…

渋
墨
博
士

植

民
政
策

是
非

・

・

・

…

文
學
博
士

朝
鮮

の
三
開
港
場

・

・

…

文
學
博
士

…進
歩

か
浪
　歩

か

・

・

・

…

法
學
博
士

農
業
勢
働

問
題

・

・

・

…

渋
墨
博
士

時

外
關

米
国

の
排

日
問
題

・

・

…

法
學
博
士

財
産
税
案

郭
樹
諸
種
の
非
難
娠
、
…

法
學
博
士

課

茄
…

リ

ッ
ケ

ル
ト

の
偵

値

髄

系

・

…

文
學
榑
士

雑

罎
}

マ

ル

ク

ス
土
室
我
に
所

謂
…過

渡

期

.

.

渋
墨
博
士

伯
林
最

近

の
生
活
費

・

・

…

法

學

士

附

録

・

・

…

本
誌
第
十

三
巻
総
目
録

・

匹

」」

匠

ヘ

ド

4

ハ

発

,ス

一具

原

勝

郎

三

浦

周

行

財

部
.
静

治

河

田

嗣

郎

末

廣
.
重

雄

紳

、戸

正

雄

米

田
荏

太
郎

河

上

肇

汐

見

三

郎

』.



論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(
三
、完
)

進

歩

か

退

歩

か

酋
夘
十
=
一巻

(第

占八
隅
伽

五

山
ハ
)

八

三
八

(
三

、

白
刀
)

財

部

静

治

、

＼

一

一

コ

も

も

　

　

マ

マ

も

も

サ

へ

も

へ

も

も

み

し

つ

も

へ

も

へ

歴
史
の
研
究

は
、
恒
常
不
断

の

一
直
線
を
な
し
て
、
進
む

へ
き
進
歩
を
示
さ
す
、
古
希
強
羅
馬
交
明
か
北
方
.捗

り
の
蟹
人
に
よ
ガ
毀
た
れ
て
後
、
殆

ん
ε

一
切
の
地
域

に
於
て
、
政
治
的
、
智
能
的
及
経
済
的
進
歩
は
、
八
世
紀へ

に
亘
り
杜
絶

さ
れ
π
り
、
音
樂

ご
建
築
術
ε
を
度
外
混
せ
ん
か
、
殆
奮

無
主
義
に
逡
ら
要

る
功
世
期
は
、
二

黎

慰

蹄
霧

茅

・
附
霊

智

・
・　

・σ・
…
ヨ

に
外
な
ら
百

き
、
古
代
に
則
れ
る
姦

復
興
期
量

り
て

の

マ

マ

も

ヘ

ヤ

も

初

め
て
、
人
間
活
躍
の
新
教
果
を
奏
す

る
の
基
礎
は
、
古
樹
古
主
義
の
た
め
に
置
か
れ
た
り
、
そ
の
以
後
ε
錐
も

霧

雲

・
客

窓

押
で

面
欝

罫

悲

ゼ
、
↓
甕

・・
【
耳

q

か
そ
の
著
歴
史
哲
華
中
、
滴
切
に
注

意
せ
る
如
く
・
劃

一
臨

・
人
聞
界
は
、
歴
史
的
に
は
決
し
て
存
せ
す
、
世
界
の
四
第

三
は
、
初
め
　

西
洋

、

ε
の
あ

ら
ゆ

る
接
鯛
を

、
絶

陀

れ
π
る
を
以

て
、
進

缶
も
亦
劃

一
を
峡

く

の
外
な

く
、
獲
展

は
通
有
的

た
る
こ
ε

な

か
b
き
、
各
開
化
圏
内

に
於

て
も
、

亦
間

々
逆

行

的
運
行

を
挿

め
る
を
以

て
、
獲

展
は
直
線
的

た

る
こ
ご
な
か

り

き
、
民
主

制

の
進

歩

は
、
奈

磁
器

翁
浅
蕗

の
後
、

半
世
紀
丈

け
引
戻

さ
れ
だ
b
、
今
日

に
あ
り

て
も
伺
人
間

の

外
面
的
自
由

.
特

に
叉
内
面

的
自
由

の
包
容
程

度
は

、

一
切

の
諸

国

に
於

て
、

一
七
八
九
年

の
標

準
に
、
達

せ
さ



る
こ
ε
遼
遠
な
り
、
進

め
る
も
の
ε
誰
も
糟
…々

、

一
.八

=
一.年
の
瓶
呪
に
達

し
得
た
る
の
み
、
奈
破
需
翁
の
帝
権

浸
落

の
後
.
西
班
牙
に
て
は
異
端
糺
問
再
ひ
始
め
ら
れ
た
b
、國
氏
的
に
も
亦
長
年
月
臥
新
嘗
謄
の
、
隠
忍
期
は
迭

ら
れ
た
り
、
奈
磁
器
翁
の
世
界
帝
国
は
、
元
来
固
有
の
国
民
的
基
礎
を
有
せ
す
し
て
、
寧

ろ
王
統
的
國
際
的
基
礎

を
有
せ
る
に
拘
は
ら
す
、
殆
ん
ε

一
切
の
中
厭
、
南
歌
、
北
漱
諸
国
茂

か
、

一
部
は
意
識
的
に
、
他
の

↓
部
は
無

意
識
的
に
、
奈
破
掃
翁

に
よ
り
通
し
て
刺
戟
せ
ら
れ
、
国
民
的
意
識
を
深
か
ら
し
め
た
る
は
、
恰
も
右
の
時
代
に

あ
り
.

一
.八

一
五
年
に
そ
の
局
を
結
ひ
た
る
維
也
納
會
議
は
、
實
は
聯
合
四
大
國
の
意
志
及
利
害
に
左
右
せ
ら
れ

凋
逸
、
伊
太
利
、
波
蘭

、
諾
威
、
愛
蘭
及
白
耳
義

の
諸
国
民
は
、
等

し
く
、
之
か
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
た
り
。

一

二

い

カ

も

し

リ

セ

し

り

つ

へ

で

ヵ

う

ヘ

エ

も

も

し

へ

っ

り

ぬ

マ

も

り

も

り

も

も

も

も

も

入
道
上
最
も
光
輝

に
富
め
る
行
動
ε
錐
も
、
決
し
て
進
歩
の
み
を
意
味
す
る
こ
ε
な
し
、
北
米
に
於
て
奴
隷
制

も

ヤ

も

も

モ

も

も

も

も

は
屡
せ
ら
れ
た
り
ε
誰
も
、
黒
人
か
虐
待
及
輕
蔑

に
、
曝
さ
る
Σ
の
事
實
は
依
然
配
り
、
南
北
職
事
以
前
に
あ
り

、

、
.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

b

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

℃

て
は
、
黒

人
は
人
身
的

に
そ
の
主

人

に
隷

瀦

せ
る
も
、

大
艦

に
よ
く
遇

せ
ら

れ
た
り
.、
然

る
に
今
や

彼
等

は
自
由

ヤ

モ

ら

し

し

ヤ

ロ

セ

ロ

も

も

も

カ

め

も

も

ヤ

も

り

ミ

ヘ

ヘ

モ
を

ヤ

で

へ

め

人
た
る
も
、
白

人

に
よ

り
私
刑

に
威

せ
ら

る
》
は
、
被

追
放
者

ε
異

る
な
し
。

=
昌

萬

國
協

和

の
観
念

は
、
現
在

か
当
る
観
念

ξ
し

て
、

従
前

の
如

何
な

る
時

よ
b
も
、
高
潮

に
達
し
た
♪

、
公
民

も

　

ヘ

ヤ

マ

も

へ

も

た

へ

ヘ

や

め

も

も

ね

ゆ

コ

へ

も

ろ

的
平

和
論
者

、
肚
會
士
⊥
義
無
政
府
主
義

の
非
軍
団
論
者

は

、
第

十
九
世
紀

か
國
[氏
主
義
者

の
世
紀

だ
り
し

か
如
く

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)
.

第
十
三
巻

(第
六
號

五
七
)

八
三
九

ザ



塾醐

叢

進
歩
か
退
歩

か
(一二
、唐霜
)

(第
十
[二
巻

第

⊥ハ
號

五
入
)

八
四
〇

ヘ

へ

あ

へ

も

へ

あ

も

ぢ

う

サ

セ

ヘ

ヤ

も

も

や

も

　

第
二
十
世
紀
は
萬
國
主
義

の
世
紀
た
る
へ
し
ざ
、
す
る
の
豫
想
に
於
て

「
致
し
、
輓
近
人
の
萬
國
的
大
志
を
、
今

日
掃
蕩
せ
ん
ε
欲
す
る
も
、
諸
機
械
を
破
棄
し
、
獲
電
機
及
汽
罐
車
を
世
界
よ
り

一
掃

し
、
印
刷
術
を
廃
し
、
學

校
を
鎖
さ
し
、
學
者
を
實
験
室

に
閉
ち
込
む
る
の
方
法
に
、
出
て
さ
る
限
り
、
之
を
望
み
得

へ
き
に
非
す

ご
な
す

而
し
て
軍
事
的
意
義

の
準
和
親
念
、
詳
言
す
れ
は
長
か
れ
短
か
れ
、

一
時

に
限
ら
る

へ
き
無
戦
争
状
態
ε
、
新
卒

和
主
義

霊
N昼
・・3
・
ω
の
意
義

に
よ
れ
る
李
和
、
詳
言
す
れ
ば
国
際
間
の
争
議
を
、
穏
便
に
落
着
せ
し
む

へ
き
諸
方

便

の
、
獲
達
を
俘
ひ
叉
組
織

つ
け
ら
れ
た
る
、
諸
国
の
共
存
和
親
マ」
を
、
劃
然
雇
別
せ
ん
ε
す

る
者
を
も
生
し
た

㌧

事
篁

由
來
決
し
て
含

の
如
く
、
公
然
に
し
麦

世
話
好

き
な
る
・
磁

器

議
及
萬
國
機
關

(…

窒

'

同量
巨
5

>
・身
。・
等
の
名
な
附
ぜ
ろ
)

か
移

し
き

こ
ご
な

か

b

き
、
郵
便

は
り
動
物

愛
護

に
及

ひ
、
勢
働
者
保
護

立
法

へ

へ

も

ロ

や

あ

カ

を

も

ぬ

コ

へ

よ
今
、
酒
精
の
研
究

に
至
胤
迄
、
凡

て
萬
國
的
商
量
及
規
律

の
範
圏
に
入
れ
り
、
萬
國
的
感
情
激
獲
の
自
然
的
源

泉
π
る
、
夢
働
者
騒
ぎ
に
あ
り
て
は
、
戦
争
前
肚
會
良
主
蕪
は
三
年
毎
に
、
多
日
に
亘

る
萬
國
會
議
を
開
き
、
そ

の
會
議
に
は
世
界
僻
遠

の
諸
地
方
よ
り
、
仲
澗
は
議
事

の
た
め
に
集
ま
り
、
叉
各
種
の
労
働
者

、
假
令
は
煉
琵
工

印
刷
工
、
坑
夫
等
は
、
萬
國
聯
合
に
騙
し
、
萬
國
書
記
局
に
從
厨
す

る
の
趣
あ
り
き
。
さ
れ
ご
今
若
し
そ
の
形
式

ヤ

ヘ

へ

も

コ

ぬ

ヘ

ヤ

リ

ヤ

も

ヘ

ヤ

へ

あ

し

ね

カ
　

ヘ

ヤ

ろ

ヘ

ヘ

モ

へ

ち

へ

し

を
度
外
醜
し
、
形
式
の
内
容
に
立
入
り
て
精
察
す

る
に
、
、前
記
せ
る
所
に
正
反
せ
る

一
傾
向
を
、
勢
せ
す

し
て
知

堅
し
得

へ
し
、
素
よ
り
輓
近
無
資
産
者
の
萬
國
主
義
は
、
疑
も
な
く
外
延

に
於
て
電
光
世
b
.
さ
れ
ご
ひ
⑳
踏
押

,

、

、

、

、

、

、

、
.

、
.

、

、

り

、

、

,

、

、

、

、

、

、

、

、

は
内

容

の
周

密

ε
戚
情

の
深

さ

ε
を
.
犠
牲

ε
し
て
遂

げ
ら

れ
陀
り
、

冨
宥
×

及

じd
餌
ぎ
5
…昌

の
古
萬
國
主
義

を
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棄

し
た

る
諸
新

聞
ざ
、
現
時

の
吐
會
主
義
的

諸
政

蕪

の
、
新

聞

ε
を
比
較

せ
ん

か
、
階

級
意

識
あ

る
勢

働
者

の
範

園

に
、
萬
國
的
観

念
全
く
失

せ
た

る
を
、
立
足
す

る

に
足

れ
り
、
祀
國

怯
資
本

家
本

位
主
義

の
国
家
た
り

、
剰

へ

そ

の
国
家

に
よ
り
、
他

の
諸
國
民

よ
り
裂
き
取
ら

れ

た

る
、
難
種

の
地

域
は
、
之

に
併
合

せ
ら

る

》
に
拘

は
ら

す

萬

國
主

義
的
無
資
産
者

の
代
表

者

か
、
公
然

に
し

て

而
も
憤

激

せ
る
賛
成

に
よ
り
、
最

後
の

一
血
滴

に
至

る
迄

、

そ

の
阻

國
を
防

か
ん

ε
欲
す

る
こ
ε
を
、
宣

言
せ

る
は
欧
洲

の
あ
ら

ゆ

る
議

曾

に
現

は

れ
た

な
事
賢
な

サ
、
黄

白

黒

を
問

は
す

,
あ
ら

ゆ
る
顔
色
を
帯

へ
る
、
賃
銀

の
奴
隷
問

に
、
肚

會
主
義
的

同
胞

關
係
あ
与

ε
す

る

か
如

き

は

五

月
祭

に
於

け
る
有
能
辯

士

の
、
論
旨

に
引

下
け
ら

れ
た
り
。
而

し
て
右

の
事
情
あ

る
は

「
様

な

る
基
本
源
泉

に

二
傾
向

あ

る

こ
ε
に
蹄

困

せ
し
む

へ
し
、
即
ち
右
基

本
源

泉
た

る
資
本
家
本

位
主
義
は

、
市
場

及
資
本

放

下
を

、

謂

は

玉
国
際
化

せ
b

ざ
す

へ
き
も

の
あ

る
か
、

そ
の
結
果

ご
し
て

一
面

諸
種

の
勢
働
者

は
、
相
互

の
経
験
及
希

望

を
交
換
す

る
た
め
、
叉
事
情

に
よ

り
て
は
計
叢
す

る

こ
窪
め

る

へ
き
、
共
同
行

爲
を
議
す

る
た

め
、
出

來

る
丈

け

頻
繁

な

る
接
燭
を

、
保

つ
の
要

に
迫

ら

る
～
も
、
他

の

一
面

に
於

て
各

国
[の
国
民
的
勢
働
階

級
民

は
、

国
民
的

工

業

及
そ

の
自
然
的
保
護

者

だ
る
、

國
家

の

一
喜

一
憂

に
よ
b
、
左

看

せ
ら

る

・
の
關

係
を
深

か
ら

し
め
た
b
、
火

回

し
資

本

家
本

位
主
義
は

、
無
資
産
音

大
移
住

の
原

因

ε
な

れ
る
所

な

る

か
、

そ
の
移
畏

の
出
獲
國
は

、
常

に
纒

濟

上
貧

弱
な

る
國

〔伊
太
利
、
ス
ラ
ウ
民
族
の
闘
)な

る
も
、
そ

の
目
指

す
所

は
、経
濟

事
情

一
層
佳
良

な

る
諸
国

(来
、獅
、佛
)

に
存

し
、

か
く
て
各
無
資

蔭
音
聞

に
、

一
種

の
競
争

を
惹
起

し
、
引

い
て
文
飾
国
人

に
撤

し
て
は

、
同

一
階
級

の

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
・完

)

第

+
三
巻

(第
六
號

五
九
Y

八
噌

.



論

叢

進
歩
か
退
歩
か
へ三
、完
)

第
+
三
巻

(第
六
號

六
〇
)

八
四
二

仲
間
な

か
ら

、
之
を

し

て
国
民
的
偏
見

及
嫌
悪

に
、

耽
ら

し
む

へ
き

一
切

の
事
柄

を

、
そ

の
心
中

に
毘

醒

せ
し
む

ち

ヘ

へ

も

や

あ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り

も

も

へ

も

ヘ

ヤ

る
こ
蓬

』
な

れ
り
、

か
く

て
二
重

の
現
象

は
呈

露
せ
ら

る
、
即
ち

一
面
萬
國
主
義

の
外
的
結

束
は
、
観
念
上

日

々

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

℃

、

㌦

、

、

、

、

、

、

、

、

㍗

、

、

、

、

、

、

,

、

、

、

、

、

強
大
ヌ
夥
多
ε
な
弾
、
か
く
て
国
際
的
蜆
黙
よ
り
せ
は

一
得
を
、
国
民
ナ
義
的
観
照
よ
り
せ
は
、

一
失
を
意
味
す

ポ
い
・
御
薗
的
爵
御
伽
細
於
騨

印
P
盆
炉
躍
鋭
罰
律
獣
・
削
い
か
梁
蹴
罠
2
義
智
脚
か
を
溜
歩
か
観
じ
、
灘
附

も

ヘ

へ

も

マ

エ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

士
⊥義
者

は
之
を
退
歩

ε
…観
す
。

一
四

交

通

a
技
術
的
設
備

、
迅
速

叉
確
實

を
増
せ

る
を

以
て

、
諸
国
民

か
漸

次
橋
脚
的

に
接

近

し
、
同
胞
戚

念
を
普

及

せ
し
む

る
の
、

一
保
謹

税
せ
ん

冠
す

る
の
希
望
も

、
亦

今
ヨ
は
裏
切
ら

れ
把
り

ε
す

へ
き
も
の
あ
b

、
世

界
大

戦

の
影

響
を
問
は

さ
る
も
術

、
近
年
恰
も

国
民
的
激

昂
上
、
大

に
緊
張

し
、

こ
.の
激
昂

に
動

的
威

力
あ

る
は
、
假

令

は
伊
太
利

人
の
如

く
、
從
來
極

め
て
冷
静

に
し
て

、
国

民
的

事
項

に
つ
き

て
も
、

事
件
的

に
考

ふ

へ
き
国

民

さ

へ
、

そ
の
激
昂

に
駆

ら
れ

た
.る
の
事
實

に
よ

・
、
之

を
窺
知

し
得

へ
.き
は
、
不
偏
な

る
観

察
者

ε
し
て
、
.何
等
疑

へ

あ

ヵ

も

も

も

ひ
得
さ
る
所
な
り
、
諸
国
抵
間

に
於
け
る
人
間
連
帯
感
念

は
、
所
在
轄
換
及
ひ
交
互
相
識

の
、
容
易
叉
便
利
を
増

せ
る
に
從
ひ
決
し
て
耀
大
せ
る
こ
ε
な
き
の
事
實
を
、
何
人
か
拒
み
得

へ
き
、
寧

ろ
今
日
既

に
主
張
し
得

へ
し
、

距
離
を
短
縮
し
、
叉
は
全
く
之
を
駕
御
せ
る
諸
方
便

ε
、
各
国
君
民
的
統
合
の
念
頭
そ
の
も
の
》
中
に
、
今
街
存

在
せ
る
障
壁
を
、
断
絶
せ
ん
こ
す
る
諸
試
み
ε
の
間
、
非
常
な
る
不
釣
合
存
す

ε
、
而
し
て
そ
の
初
め
の
事
業
は
、

,

●

.



■

後
者

に
比
し
遙
か
に
容
易
な
る
こ
ご
を
賞
讃
し
た
り
、
輓
近
の
人
は
巴
量
伯
林
間
を
十
七
時
間
に
て
、
叉
維
也
納

羅
馬
問
を
三
+
三
時
間
に
て
旅
行
す
る
も
、
伺
七
+
年
前

に
は
か
≧

旅
程
の
だ
め
に
、
+
二
日
叉
二
+

百

を

要
し
た
b
、
さ
れ
ε
巴
里
及
伯
林
間
、
維
也
納
及
羅
馬
間

の
精

耐
的
醤
抗
は
、
之
か
た
め
に
薄
ら
げ
る
こ
ピ
な
か

り
ぎ
・
技
術
ゆ
か
い
か
ひ
帥
熱
的
愛
即
智

斡
併
談
癸
副
貯
に
・
蹴
越
い
彿
を
が
如
く
㌍
ぜ
ひ
い
、
附
脚
的
野
立

に
r
㌣

國
脚
の
心
魯
P
控
が
刺
だ
か
壁
押
明

定
価
齢
㌍
漕
恥
卿
を
緯
励
か
い
。

一
五

も

も

も

あ

も

も

し

へ

も

じ

ヤ

著
大
な
る
思
想
の

一
ε
し
て
奉

和
思
想
を
敷
ふ

へ
き
ゃ
、
欺
一

?

も
あ
ら
す
、
平
和
竺

の
實
際
進
歩
を
意

味
か

、
人
心

"
備
は

れ
る
、
野
獣
的
本
能

ε
し

て
の
奪
掠

.勘
、
破

毀
及
殺
戮

の
本
能

に
謝

し
制
御
者

た

る
の
婿
質

は
、
立
明
中

に
宿

さ
る

＼
所

な

る
か
、
季

和

に
は
衣

明

に
宿

さ
る

ン
、
.こ
の
特
質
を
板

張
す

る
の
方

面
上
、

一
前
進

を
俘

へ
は
な
り

、
平
和

は
貴
重

馨
る
人
命

の
節

約
を

意
味

し
、
孚

あ

る
場
合

、
国
民

的
正
義

の
裁
割

に

つ
き
て
は

悪
割
官

`
す

へ
き
所

謂
威
力

の
最
高
権

利
を
、
行
使

す

る

こ
ご
の
断
念
を
意
味
す

、
平
和

は
そ

の
外
文
普
通

兵
役

義
務

に
固
有

な

る
歌

態

ε
し
て
、
数
十
萬

の
人
を
願

b
、
そ
の
人

々

に
ε
り

て
は
無
知
無
頓
着

な

る

へ
き
事
柄

、否

彼
等

の
意

に
反

し
、
そ

の
道
徳
的
経
済

的
利
益

を
害

す

へ
き
事
柄

の
泥

め
、

叉
或

は
彼
等

に
よ
り
胃

さ
れ
さ

る
責

務
を
果
す

た

め
、

そ
の
生
命

ε
他
國

に
住

め
る
そ
の
同
胞

の
生
命

巴
を

、
賭
す

る

こ
ε
を
強
要
す

る
か
如

き
、
事

情

は
止

め
ら

る

》
に
至
る
、
且
又
卒
和
は
既

に
そ
の
も

の

ε
し
て
、
無
限
大

な
る

一
善
事
π

り
、
從

ひ
て
之
を
蓮

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
六
號

六
一
)

八
四
三

へ

■



9
.

論
」
叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

層

第
十
三
巻

〔第
六
胱

六
二
)

八
四
四

す

る
は
、

一
進
歩
を
意
味
す

ご
す

へ
き
も

、
他

の
観

黙
よ

り
せ
は
、
季

和
も
亦
進
歩

に
封
ず

る

一
障
碍

、
而
も

亦

倫

理
的
進
歩

の

　
障
碍

を
意
味

す
。

希
臘

の
古
哲
學
者

謁
ゆ
碁
o
牛
島

か
、
世
界
は

永
遠

に
流

れ
行

き
、
そ

の
間

戦
争

は
め
ら

ゆ

る
事
物

の
父
な
り

ε

せ

る
の

一
事

に
よ
り

て
も
察

し
得

へ
き

か
如

く
、
戦

争

に
封
ず

る
評
論

は
、
古
今
時
勢

の
婁

に

よ
り
、
之

を
異

に
す

へ
し
ε
観

し
得

へ
き
飴
地

あ
り
、
而
も
亦

墨
子

の
如

き
、

人
を
殺
す

を
不
仁
不
義

ε
な
す

の
論
旨
を
推

し
、
今

至
二

大
魚

一レ
攻

レ
國
、

則
弗
レ
知

レ非

、
從
而
轡

レ
之

、
謂
一】之
義

噛
此

可
レ
謂

レ
却
下
義

與
二
不
義

一
之
別
上
平

(非
攻
上
篇
)
ピ
反

問

し
、
夙

に
古
代

に
非

職
争
論
を

唱

へ
た
り
、
今
日

の
干

柿
論
果

し
て
全
幅

の
眞

理
を
、
穿

て
り

ざ
す

へ
き
乎

、

カ

ヘ

へ

も

し

し

し

も

も

も

へ

も

も

も

う

カ

も

も

ヤ

コ

否

、
戦

争

は
無
智

の
行

爲

ε
す

へ
き
も
、
不
蓮
徳

に

あ
ら

す
、
少

く

ざ
も

一
概

に
不
道
徳

な
う

ε
す

へ
き
に
め
ら

す

、
職

事

は
不
義

ざ
す

へ
き
こ
ご
あ

る

へ
し
、

さ
.れ

ピ
戦
争

そ

の
も

の

ピ
し
て
然

る
に
非

す
.、
寧

ろ
正
義

の
使
命

を
果
た
す

こ
ε
も
あ

る

へ
し
、
さ
れ
は
戦
争

に
黝

し

、
倫
理
的
判
断

下

さ
れ
得

へ
き

は
、
世

に
義

軍
詳

言
す

れ
は
、

正
義

の
事
柄

に
資
す

へ
き
戦
争

在

せ
す

、
由

來
存
在

せ

る
こ
ご
な
く
、
叉
存

在

し
得

る
こ
ε
全
く
な
き
旨

、
實

誼

う

む

う

ヤ

い

も

ぬ

　

り

ゐ

ヘ

セ

へ

あ

エ

キ

た

じ

ロ

カ

あ

も

マ

マ

ハ

し
得
た

る
ε
き

に
限
ら

れ

ん
、
同

様

に
年

利
観
念
も

そ

の
も

の
ξ
し
て
は
、
徳

不
徳

の
観
念

よ
り
引

離

さ
る
、

こ

は

一
王
昭

君

の
降
嫁

に
よ
り
、
仕
旧
ひ
得

た

る
牛
神
を

以

て
、
正
義

ε
評

し
兼

海

へ
き

こ
ε
を
以
て
、
察

す

る
も

明

か
な
り

、
卒

和

か
遺
徳
観
念

に
よ
り
貫

か
れ
、
道
徳

の
基
礎

に
立

脚

せ
る
際

に
、
初

め
て
そ
の
触
値

を

牧
む
、
萬

國
的
正
義

な
き

一
華

和
は
、

一
の
湛
徳

的
危

険
な
り

、
差

し
正
道
を
貫

く
の
、
必
要

め
り

ご
す

る

の
威

念

は
群
衆



「

r

問

に
銷
磨

さ
る

へ
き
を
以

て
な

り
。

假

り

に
宇
和
論
者

の
意

志

か
事
實

ε
な

り
、
神
聖
な

る

「
般

孕
和
決
議

に
基

づ
き
、
條
約
的

に
犯

す

へ
か
ら

さ

る
、
諸

国
民
生
活

の
原
道

ご
な
れ
り

ご
す

る
も
、

そ
は

萬
國

か
現
在

領
有

せ
る
も

の
を
、
交
互

に
承

認
し
保
讃
す

ヤ

ヘ

ミ

し

ち

へ

も

も

も

エ

　

も

ミ

カ

う

も

る
こ
ε
を

、
土
豪

ε
し

て
の
み
起

り
得

へ
し
、
即

ち
そ

の
永
久
李
和

℃
支

》
。聾

器

は
、
現
状

の
建

増

し
ご
し
て

も

へ

然

り
、

か
く

て
又
請
国
民

の
自
然
的
進

歩
及
自
然
的
嚢

展

に
ご

り
て
は
、
悲

し
む

へ
き

一
徹
呪
惹
起

さ
れ
ん
、
講

も

カ

へ

も

和
條
約

は
歴
皮

を
通

し
て
、
犯

さ
れ
た

る
國
民
的

土
俗

的
非
道

全
部

の
、
是

認
を
意

味

し
、

現
欺
維

持

H∋
ヨ
o
σ
亭

　

ね

も

も

も

ヘ

ロ

一㎝日
量

ε
進

歩

ε
を
混

同
し
、
あ
ら

ゆ
る
満

足
の
達
成

ε
、
生
得

の
あ
ら

ゆ
る
國

民
的
抱

負

ε
を
斥

そ
け
、

か
く

て
}牛
和
論
者

か
そ

の
観

念
を
貫
徹

し
、
各
政
府

の
外
交

を
、
決
定
的

た
ら

し

め
し
史

的
瞬
間

に
於

て
、
世

界

を
統

御

せ

る
、諸

国
民
及
諸
国

の
統
治

権
か
、
永
遠

に
亘

b
て
確

立
さ

る

》
こ
ε

、
な

る

へ
し
、
從
ひ

て
そ

の
他

人
種

、

言
語

又
は
意
志

に
よ
り

、
そ
の
國

に
所
騒

す

へ
き
國
民

分
子
に
、
そ

の
境

を
褫

け
及

ぼ
す

の
域

に
、
今
伺
達

せ

さ

る
諸

国
、
或

は

一
図
家

を
新

設

又
は
再
興

し
得

へ
き
も

、
逆

の
諸
事
情

に
よ
b
、
今
樹

そ
の
希
望

を
實

現
し
得

さ

ヤ

や

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

ヤ

ヘ

へ

る
諸
国
民

は
、
か
く
て
そ

の
最
も
神
聖
視

さ
る

へ
き
権

利
、
即

ち
自
決
権

を
欺

か

る

へ
し
、
雫

和
は
百

の
.国

民
を

し

で

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

ヵ

セ

も

も

カ

し

も

も

も

セ

ヤ

も

あ

も

へ

ゆ

も

も

も

で

も

も

ヘ

ミ

も

も

も

も

も

る

マ

ぬ

へ

も

犠

牲

ε
し
、
百
の
問
題
を
未

解
決

の
儘

π
ら

し
む

へ
し

、
偶

然

は
正
道

に
先

ん
し
、
不

正
は
正
道

ε
な

る

へ
し
、

從
ひ

て
干
和

に
威

嚴
み

る
進

歩

の
、

【
現
象
た

る
印
象

を
與

ふ
る
だ

め
に
は
、
現
存

せ

る
諸
国

の
相

互
保

護

を
求

ヘ

ヤ

ヤ

リ

も

も

も

あ

も

め
、
叉
義
務
的
仲
裁
裁
判
所
を

設
立

し
、
確

立
さ
れ
た

る
灌
利

一・
話

8
ヨ

一δ

に
關
す

る
争

議

円
し
て
、
諸

国
問

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

第
+
二
巻

(第
六
號

六
三
)

入
四
五

、

■



,
プ

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(
三
、完
)

第

十
三
巻

(第
六
號

六
四
)

入
四
六

も

カ

し

う

に
惹
起

さ
る

＼
も

の
を
、
胚
子

の
中

に
杜

塞
す

る
こ
ご
を
必
要

ど
せ
す

し
て
、
之

か
た

め

に
は
寧

ろ
軍
備

制
限

の

試

み
に
當

る
を

必
要

ご
す
、
季

和
を
倫
理
的
基
礎

の
上

に
お
く

た
め
に

は
、
確
立

さ
る

へ
き
椹

利
甘
い
8
己
9
含
ヨ

あ

り
蓬
の
假

定
は
、

そ
の
前

提
條

供

花
り
、

こ
の
椹
利

は
国
民

的
純

一
性

の
、
保
持

に
着

眼
す

へ
く
、

そ
は
實
際

に
あ

り
て
は
普

通
国
民
決
議
椹

の
、
結
果

こ
し
て
現
は

る
N
の
要

あ
り
、
而

し
て
そ
の
決
議

椹

は
極

め
て
眞

面
目

な
る
意

志

に
よ
り

、
企
舞

遂
行

せ
ら

れ
、
又

初

め
よ
b

直
接
間
接

に
、
そ

の
結
果

を
假
冒

せ
し
む

へ
き
も

の
を
、

悉

く
除
斥
す

る
か
如

さ
、
張
力

の
保
護
施

設

に
よ
り
案

内

せ
し

め
、
國

艮
的

に
疑
義
あ

り
、
叉
弔

は
れ
來

れ
る

一

切

の
地
域

に
之
を
適
用
し

、
そ
の
地

域
住
民

の
合
衆

的
性

向
及
偏
愛

に
、
自
由
獲
動

を
許
す

の
要

め
り
、
各
国
現

政
府

の
勢

力

に
左

右

さ
れ
ざ

る
、
鼠
民
自
決

の

】
系
列

を
、
土
塁

ε
す

へ
き

か

、
る
手

術
…は
、
素

よ
り

現
存

せ
る

幾
多

の
国
家
構

造

に
、
死
活

の
危

害
を
加

ふ

へ
く
、
實

に
こ
の
方
策

に
よ
り

、
そ

の
形
を
饗

へ
さ
る
国

家
は
、
殆

ん
ε
な

か

る

へ
し

、
蓋

し

一
国
民

の
限
定

ε
合
致

し
、
か
一
て
そ

の
國

に
名
構

及
精

神
を
與

ふ

へ
き
国
民
以
外

に
、

多
少
複
雑
性

な

る
他

人
種

を
、
包
容

せ
さ
る
國
は

一
つ
も
な

く
、
そ

の
公
民

中

に

一
人

の
故
国

語
固
守

黛

写
①
辛

Φ三
ρ
を
も
、
宿

さ

玉
る
も

の
な

け

れ
は
な
り

、

さ
れ
は

こ
＼

に
説
(

か
如

き
、政

治
地

圖

の
改

正
を
實
現
す

る
は
、

も

も

め

ヘ

ヤ

も

も

や

ち

も

ヵ

カ

も

あ

も

あ

ヘ

ヘ

や

あ

し

へ

も

し

い

も

事
實
上
不
可
能

な
る
へ
き
も
、
か
ン
る
改
正
な
か
ら
.ん
か
、
永
久
李
和
は
国
民
的
塵
迫
制
御
の

一
道
具
に
外
な
ら

さ
ら
ん
。

そ
の
外
正
義
の
原
則
、
之
ε
共
に
叉
諸
國
民
相

互
の
不
覊
猫
立
に
基

づ
き
、
立
て
ら

れ
た
る
萬
國
協
調
の
意
義

、

.



に
よ
れ
る
土
俗
的
進
歩
は
、
地
球
上
に
住
め
る

一
切
の
種
族
そ
の
も

の
」
、
心
理
に
潜
在
せ
る

　
障
碍

の
だ
め
に

ヵ

う

カ

　

も

遮
止
せ
ら

る
、
帥

ち
各

国
民
は

そ
の
雁
皮

上
、
有

意
叉

は
無
意
識

に
神
秘
な

る
侵

犯

の
法
則
O
鵬
簿
N
血
q

卓
筆
で

吟
2
ωδ
口
許
音
す

れ
は
、
土
俗

的

に
叉
民
意

に
よ
り

、

そ
の
國
民

に
付

せ
ら

れ
論

る
境

界
を
、
除
越

せ
ん
ε
す

る

の
法
則
を
追
随
す

、
各

国

は
諸
外
國

民
を
、
統
御

せ
ん

ξ
努

む
、
國
境
外

に
あ
り
外
國
厘
制

の
下

に
、
固

し
め
る

同
胞

を
救

ひ
出

さ
ん
か
た

め
に
、
起

さ
れ
た

る
各

濁
立
戦

争

国
籍

①ぎ
ロ
びq
ωζ
剛結

は
、

そ
の
軍
役

の
纒

過
好
運
な

る

ヤ

も

も

へ

も

や

う

も

も

つ

あ

も

限
与
、
土
俗
上
言
語
上
征
服
さ
れ
た
る
敵
に
所
驕
す

へ
き
、
地
厩
の
併
合
に
終
る
、桂
の
冠
を
以
て
飾
ら
れ
た
る
各

も

ヤ

リ

も

し

軍
隊

は
、
国
民
的
征
墜
の

一
道
具
に
憂
更
せ
ら
る
、
輓
近
の
歴
史
は
之
か
典
型
的
事
例

に
充
て

り
、
國
民
的
膨
脹

も

う

で

も

ね

め

も

ぬ

あ

や

カ

ヨ

た

マ

も

カ

う

ヤ

も

し

し

も

ヘ

へ

も

み

ヘ

へ

も

の
欲
求
あ

る
か
た

め
に
、
論
理
及
倫
理

の
あ

ら
ゆ

る
覊

束

は
、
破
ら

る

、
に
至
る

、弱

く
し

て
凋
立

を
奪

は
れ
だ

る

国
民

の
.み
、

正
し
く

し
て
叉
萬
國
的

博
愛

を
夢

む
る

か
通
例
な
り
、
張

國
民

又
は
強
大

ε
な
れ

る
弱
国
民
は
、
そ

つ

ヤ

リ

ち

あ

マ

も

も

リ

カ

も

も

も

も

も

ヵ

も

ぬ

し

の
性
質

上
不
頁

の
隣
人

に
し
て
、
叉
苛
酷

な
る
圭

入

た
り
、

か

エ
る
国

民

に
よ
り
な

さ
る

」
進
歩

は
、
殆

ん

ご
常

カ

ヤ

も

つ

ヘ

エ

も

へ

も

も

あ

や

も

や

も

も

に
そ
の
隣

國
民
を

、
犠
牲

ε
し
て
遂
げ
ら

る
、
實

に
そ

の
國
民

駒
繋
榮

及
祀

國

の
名
盤

は
、
よ
し
必
ず

し
も
軍
事

的
把
ら
す

ご
す

る
も

、
樹
常

に
経
済

上
外
交

上
、
そ

の
他

の
諸

国

に
打
撃

を
與

へ
し
こ
`
を
、
観
念
す

る
な
く

ん

は
、
未
だ
曾

て
考

へ
得

へ
き

こ
ご
た
ら
す

ご
、
す

へ
き
も

の
あ
る
に
庶
幾

し
。

=
ハ

モ

エ

マ

や

し

も

ヘ

へ

り

ヤ

も

も

も

ヘ

へ

し

も

や

要
す

る
に
進
歩
を
決
定
す
る
の
、
第

一
條
件
は
解
析
に
あ
り
、
進
歩

に
づ
き
之
を
構
成
す
る
賞
賛
を
、
分
解
す

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(
三
、完
)

筆

三
巻

(笙

(
號

山八
五
)

八
四
七

.



論

叢

進
歩
か
退
歩

か
(
三
-完
)

第
十
三
巻

〔第
六
號

六
六
)

八
四
入

お

や

も

や

も

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

も

へ

も

も

も

ヘ

へ

な

へ

あ

ド

も

モ

る
は
敏
く

へ
か
ら

さ
る
行

動
な
b
、
而

し
て
曖
昧

な

く
決
定

さ
る

へ
き
唯

一
の
進

歩

は
、
技
術

の
…進
歩

に
あ
り
、

そ

の
進
歩
は
實

に
.未
曾
有

な
り

き
、
素

よ
り
大
汽
船

タ
イ
タ

ニ
ソ
ク
の
遭
難

に
よ
り
て
も

示
さ

る
Σ
如

く
、
如
何

も

あ

マ

な
る
技
術
の
奇
蹟
も
、
自
然
の
威
力
逆
ら
う
に
謝
し
、
抵
抗
す
ひ
に
足

る
だ
け
奇
蹟
的
た
る
こ
ε
な
し
、
自
然
は

め

あ

カ

も

へ

も

も

ヤ

も

ヤ

マ
　

マ

も

い

を

も

ヘ

ヘ

へ

そ
の
基
本
大
元
に
於
て
は
、
打
勝
ち
難
き
も
の
あ
り
、
さ
れ
ε
百
年
前
の
生
産
及
蓮
聴
力
の
技
術
ε
、
今
日
の
も

の
ε
を
比
較

せ
ん
か
、
何
人
な
此
節
園
に
於
て
、

一
大
進
歩
あ
る
こ
ピ
を
、
最
早
疑
ひ
得
さ
る

へ
し
。

園
長
輕
濟

に
於
け
る
進
歩
は
、
二
部
分
に
分
解
さ
る
＼
の
要
あ
り
、
即
ち
固
有
の
経
済
的
部
分
、
換
言
す
れ
は

貨
物
作
出
に
向
け
ら
れ
た
る
部
分
ε
、肚
會
的
換
言
す
れ
は
、
寧
ろ
人
に
着
眼
す

へ
く
、
貨
物
分
配
に
向
け
ら
る

ヘ

コ

あ

ら

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

も

も

き
部
分
ご
は
撚
り
、
右
両
部
分
は
必
ず
し
も
符
合
せ
す
、
寧

ろ
屡
反
撥
撞
突
す
、
.経
済
的
退
歩

に
俘
ふ
、
肚
會
的

ヤ

も

へ

し

ロ

や

る

セ

あ

も

あ

ロ

し

や

も

ち

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

リ

も
　

ト

あ

も

進
歩
起
b
得

へ
く
、
■叉
耐
會
的
禍
害
を
醸
す

へ
き
、
経
済
的
進
歩
起
り
得

へ
し
、
就
中
後
の
論
旨
は
、歴
史
上
の
典

型
的
.一
例

に
よ
り
催
讃
せ
ら
る
、
工
業
経
済
経
管
上
技
術
的
新
道
具

ε
し
て
の
機
械
か
採
用

さ
れ
た
る
は
虞
ら
く

は
、
工
業

の
歴
史
上
最
も
傑
出
せ
る
田
來
毎
た
b
、
否

儲
"
蓑

も
事
の
序

に
之
を
眞
の
革
命

ξ
呼

へ
b
～

の
改
新

も

も

セ

ぢ

カ

し

へ

　

の
結
果
は
、
全
生
産
上
側
b
難
き
技
術
進
歩
を
遂
げ
し
め
た

D
、
そ
の
手
練
は
簡
易
ご
な
り
、
そ
の
迅
速
を
増
し
、

商
品
の
野
景
ほ

歎
の
上
に
て
撒
百
倍

ε
な
れ
り
、
之
か
た
め
に
力
及
人
の
勢
働
じ
、
著
七
き
節
約
を
遂
げ
た
レ
、

さ
れ
ご
肚
會
上
よ
り
せ
ん
か
、
貨
物
作
出

に
於
け
る
こ
の
測
る

へ
か
ら
さ
る
進
歩
は
、
諸
種
の
苛
酷
及
残
忍
の
時

代
に
よ
b
嫡

は
れ
た
り
、
機
械
の
獲
現
に
俘

へ
る
、
當
初
.の
随
伴
現
象
は
有
者
な
り
、
手
工
業

の
戦
慄
す

へ
き
浸

●

'



蕗

、
劃

し
き
背
鄙

増
大

し
行
く

都
市
勢
働
者

群
失

業

の
普
及
、
死
亡

数
及

費
淫

の
増

加
は
撚

り
、
そ

は
俗
衆
爲
貧

く
o
「。冠
乱
言
⑳

學
説

起
り
、

否

起
る

の
要
あ
り

し
時

代
π
b
き
、

そ

の
學
説

π
る
後
世

に
め

り
て

は
、

内
・寓
田
臭

に
田

つ
ε
せ
ら

る

Σ
所

な

る
も

、
そ

は
何
れ

の
學
涙

に
属

せ
る
か
を

問

は
す

、
前

世

紀
前

半
中

に
於

蹴
る
、
殆

ん

蓬
あ
ら

ゆ

る
脛
濟

學
者

の
共
有
物

セ
リ
き
、
即
ち

そ
の
時
代

に
於
て
.脛
濟
上

最
も
進
歩

せ
る
國

、
即

ち
英
蘭

に
起

れ

る
諸
事
情
を
、
目
撃

せ
る
人

々
は

、
用
機

経
管

の
奇

蹟

か
、
最

も
迅
速

に
遂

げ
ら

れ
、

か
く

て
賞
讃

せ
ら

れ
だ

る
國

に
於

て
、
驚

愕

に
打
た

れ
そ
の
國
に
背

ろ
を
向

け

し
む

る
か
如

き
、
恐

有

へ
き
諸
事
情
を

獲
見

し
た
り
、
佛

の
大
経
済
學
着

し∩
ぎ
。
乱
Φ
計

りD
「・・重
。
ロ
集

は

、
英
蘭

研
究
旅
行

の
後
、
そ
の
當
初

の
英
国
経
済
學
説

電
信
よ
り
改

宗
す
る
に
至
れ
り
・
即
ち
氏
は
前

に
は
完
象

る
管
業
自
由
、
及
無
覊
束
な
る
競
争
の
、
熱
.寒

三

主
張
者
た
.

り
し
も
、
爾
来
鰺
惜
た
る
進
歩

に
封
ず
る
唯

一
の
救
済
策
を
、
国
家
に
よ
る
勢
働
後
見
、
即
ち
後
世
の
所
謂
国
家

肚
會
主
義
に
求
め
拠
り
.
ド
。量

国
。琴

は
更
に

霧

を
進

め
著
し
く
賞
讃

さ
れ
陀
る
英
国
肚
會
事
情
に
謝
し
最

も
急
劇
に
し
て
叉
最
も
避
け
難
き
、
廃
頽
め
甚

宣
吉
し
た
り

聞
。
三
・
・
は
叉
所
謂
時
勢
遅
れ
の
話
国
々
民
の
生

存
は
・
所
謂
先
進
国
に
於
け
る
ポ
り
も
、
佳
良
な
り
あ

葦

・
を
縷
陳
し

、
勢
意

に
富
め
る
佛
國
、
英
国
及

多

ロ

ニ
エ
ソ
の
勢
働
者

は
、
仕
事
を
捜

し
て
も

屡
徒

夢

に
帰

す

る

に
反

し
、
西

班
牙
人

は
仕

事
に
就

か
ん
ε
す

る

の

恵

め

る
限

り
、
何
物

か
を
獲
見
す

へ
し
ε
せ
り
、

こ
の
論

旨
は
資
本
家

本
位
主
義

の
少
年
期
全

般
を
通

し
、
殆

ん

ご
孚

ひ
難

き
敷
力

を
有
し
た
り

、
か
く

て
文
末
國

か
生

み
し
脛

濟
學
者
中
、
燭
創

力

に
最
も
富

め
る
も

の
」

一
人

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
六
號

六
七
)

入
四
九

,

L

,



論

叢

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

.

第
+
三
巻

(第
六
號

六
八
)

八
五
〇

ご
す

へ
き

出
・
Ω
8
『σq
。
も

、
現
進

歩

に
必
然
貧
困
を

伴

ふ

へ
し

ξ
観

し
、
「
冨

の
分
配

不
正
叉
不
孕
等

に
基

づ
く

語

弊
は
、
娩

近
文
明
進
歩
す

る

に
從
ひ
、
益

々
鮮

明

で」
な
れ

る
か
、

そ
は
進

歩

の
附

階
事

件
π
ら
す

し

て
、

そ
の

進
歩

に
停
止
を
惹
起

さ
し
む

る
の

必
要

あ

る
諸
傾
向

な
り
」
「
是
等
語
弊

は
自
然

法

に
よ
り

、

強
ひ
ら

る

、
に
非

す

、

一
に
自

然
法
を
無
視

せ

る
馬
祀

會
的
不
整
頓

に
由

来
す
」

ご
諭

し
た
り
。
而

も
亦
次

い
て
技
術
的
新

利
器

に

よ
り
、
日
常

生
活

の
幾
多

使
用
品

を
幾
層
倍

た
ら

し

め
、
叉
低
廉
な

b
し

め
、
天

工
業
界

の
堅
實
塗

る
國
民
的
競

争

ご
、
・あ
ら

ゆ
る
保
護
方
策

の
試

み
あ
り
し

に
拘

は

ら
す

、
入

り
摩
れ

る
萬

國
競
争

ε
の
影
響

に
よ
り
、
.物
償

を

低
落

せ
し
め
し
ざ
共

に
、

一
面
新
孚

邪
帥

の
放

恣

に
よ
り
、
悲
酸

の
麗

遇

に
投
げ

込
ま
れ
た

る
、
無
資
産
者

か
そ

う

ヘ

へ

の
境
遇
に
逆
ら
ひ
、
階
級
連
帯

の
思
想
に
基

づ
き
、
目
醒
め
た
る
濁
立
の
組
織
的
抵
抗
を
興
す

に
至
り
、
進
歩
の

つ

も

し

で

り

も

ヘ

ヤ

コ

も

二
元
親
は
漸
次
弱
め
ら
る
＼
に
至
れ
り
、
か
く
て
今
日
に
於
て
は
大
工
業
主
義

か
そ
の
根
を
最
も
深
く
下
ろ
せ
る

所
「
恰
も
勢
働
階
級
民
の
生
活
事
情
も
、
最
も
基
本
的
に
高
ま
れ
り
ご
謂
ひ
得

へ
し
、
唯
此
規
則
に
は
依
然
こ
し

て
例
外
な
き
に
非
す
、
即
ち
依
然
こ
し
て
資
本
家
本
位
的
生
産
の
、
女
王
た
る
倫
敦
は
、
今
佃
比
例
数
の
基
礎
に

よ
り
比
較
す
る
も
、
亦
資
本
家
本
位
主
義
今
荷
そ
の
侵
入
を
見
さ
る
、
バ
ル
カ
ン
の
小
貧
弱
都
市
に
於
け
る
よ
b

も
、
遙
か
に
無
資
産
の
無
頼
漢
に
富

め
り
。

脛
濟
進
歩

の
實
在
に
つ
き
て
は
、
未
来
に
決
定
さ
る

へ
し
。

.

之
を
戦
前

の
凋
逸
に
つ
き
て
見
る
に
、
脛
濟
獲
達

の
向
上
線
は
、
大
工
業
主
義

に
よ
り
惹
起
さ
れ
雨
大
工
業
の

菅CfH.George,Proぎ1..esandPo、'eltソ.4.cd.80.P.489.
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驚
く

へ
き
興
隆
は
、
諸
隣
國
を
.恥
配
せ
し
め
、
世
界
商
業
の
古
凋
占
者
た
る
英
人
を
、
競
争
看
の
目
録
中
に
引
下

、

、

、
.

、

、

、

、

へ
1
ゲ

屯

コ
エ

、

、

、

、

、

塾

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

■

、

、

、

」

う

し
尭

り
、
さ
れ

`
凋
逸
大
工
業

の

総

統
.は
、
右

の
如

く
現
は
れ
初

め
し
ご
共

に
、
そ

の
副
署

ε
し

て
翻
都
市
員

も

し

も

へ

も

ヤ

へ

る

エ

も

ヘ

ヒ

セ

も

し

や

も

ヘ

ヤ

ち

し

ロ

も

ゑ

ゆ

け

化

、

部

分

的

に

は

叉

田

園

荒

塵

〔即
ち
田
舎

の
人
尋
柳
底
)
の

現

象

あ

り

、

そ

の
外

そ

は

暇

疵

あ

る

根

擦

に

立

…捌

せ

り

即

ち

工

業

品

の

輸

出

、

農

産

物

の

輸

入

に

立

脚

せ

る

は

撚

り

、

後

者

は

国

土

を

し

て

益

々
外

に

寄

頼

せ

し

め

、

か

く

て

關

税

職

事

及

軍

事

的

破

裂

の

際

、

國

を

危

か

ら

し

む

る

こ

ε

め

る

へ
し

、

前

者

は

現

今

凋

逸

の

輪

出

島

を

、

.

仕

入

る

～

諸

国

民

か

、

師

π

る

濁

逸

の
漱

を

理

解

し

,

そ

の

喩

入

品

を

模

倣

し

、

叉

之

の

品

質

も

之

に

達

し

勧

む

へ
き

瞬

間

に

至

て

は

、

成

立

ち

得

さ

る

こ

ご

N
な

ら

ん

、

追

ひ

付

か

れ

打

勝

た

る

N

は

、

商

品

輸

出

に

よ

り

立

国

せ

る

、

諸

国

一
切

の

運

命

な

り

、

此

外

そ

の

國

に

ξ

り

最

も

大

事

な

る

諸

貨

物

を

、

そ

の

國

に

産

出

せ

る

工

業

昴

ε

の

交

易

に

よ

り

、

調

達

し
居

れ

る

際

、

か

、

る

運

命

は

そ

の

國

に

ε

り

、
.恐

慌

及

減

落

を

意

味

す

、

(室

。匿

・
ば

此
題
目
に
閲

す
ろ
、
悲
観
的
説
明
の

一
例
ミ
し

て
-
内
国
=

○
匡
①
賢
げ
臼
σq
噛
U
O
口
[円
ゲ
『
口
龜
鑑
㎝
一口
島
島
三
m
m冨
昌

.呂
噛
ア

Q
O
h的
.
な
學
け
、
O
.
ω
0
7

,

　d
o
一δ
5

0
一〇
N
昌
ぎ
5
浄

鳥
⑦
「
U
o
旨
旨
ゴ
o
o
切

ぐ
07
蒔
①
「ニ
コ
げq
戸5
薄
舞
o
ナ
酌
=
け凶的
cD
野

毛
国
目
色
①
「
口
口
σq
o
p
自
げ
Φ
臣

竃
∩
o
「、
ノノ,o
∩
ゴ
ω

同.
Z
憎.
ωO
之
に
賛

.

成
ぜ
る
こ
ε
々
附
設
ゼ
リ
。

而
し
略」
右
の
論
旨
か
、
世
界
職
事
坤

に
示

さ
れ
た
ゐ
獅
逸
の
持
久
力

、
並
に
最

後
の
敗
戦

に
、
如
何
な
ろ
關
係
あ
%
か
に
、

も

、

、

、

、

、

、

、
℃

、

、
・

、

、

、

、

℃

、

も

、

、

、

、

ド

、

、

、

、

塾

、

も

、

之
為
後
H
の
研
究
に
譲
る
)
か
く

て
輓

近

の
歴
史

上
示

さ
る

、
、
秀
縄

文
至
大

の
経
済
腰

展

は
、
地
獄

の

一
管
敵
薬

へ
の

あ

へ

序
樂
に
外
な
ら
す

ご
の
、
假
読
を
立

つ
る
の
鯨
地
な
し
ε
せ
す
、
か
N
る
場
合
進
歩
は
虚
妄
叉

一
時
的
た
る

へ
く

そ
は

一
の
鬼
火

か
、
旅
行
者
に
強
き
快
樂
を
與

へ
得

へ
き
も
、
之
を
没
落
に
案
内
す
る
に
喩
ゆ

へ
し
。

ヤ

マ

　

も

ロ

あ

も

　

ヘ

ヘ

へ

う

も

も

ヵ

り

リ

へ

し

ヤ

へ

り

へ

あ

コ

へ

し

進

歩

の
表
裏

反
覆

な
る

こ
ピ
は
、
政
蕪

の
實
例

に
よ
り

て
も
亦

明

か
な
り
、
特

に

　
政
蕪

か
理
想
的
根
撫

に
立

熟畑

轍蹴
.

進
歩
か
退
歩
か
(一二
、b兀)

第
十
三
巷

(第
⊥ハ號

⊥八
九
)

入
}1
「

.

■



0

`.

論

叢

.

進
歩
か
退
歩
か
(三
、完
)

第
十
三
巻

(第
六
號

七
〇
)

八
五
二

聞

し
、
肚
會
革
新

の
目
的
を
遂
げ

ん

ε
す

る

円
き
は
撚

り
、
即
ち
諸
政
窯

か
金
銭
上
富
裕

ε
な

り
、
そ

の
懐

ろ
を

満

た
し
、
蕪
員
を

増
し
、
選
饗

の
勝
利
を

帆
ひ
、
馨

吉
口
す

れ
は
進
歩

に
進

歩
を
累

澱
ε
す

る
も

、
同

時

に
そ

の
政

鴬
は
、
自
照
を
以

て
益

々
自
存

目
的

臥
考

ふ

へ
き
、

一
凋
立
首
領
者

の
勢

力
増
長
を

示
す

に
反

し
、

そ
の
本
来

の

相
貌
は
失

は
れ
、
そ
の
政

蕪
設

立

に
際

し
て
達

せ

ん
ε
し
た

る
、
目
的

に
は
蓮

さ
か
り
、
所
謂
政
椹
争

奪

の
だ

め

に
催

眠
的

ε
な

り
、
そ

の
組
織

は
雄
人
な

る

に
拘
は
ら

す

、
そ
の
力
及
構

造

の
大

さ
に
於

て
、
到
底

匹
敵
し
難

き

國
家

に
射

し
、
猛
烈

な

る
群
衆

行
動
を
探

る

の
、
滋
味

及
力
な

く
し

て
、
無
力

の
状
態

に
陥

る
り
、

か
く

て
既

に

達

し
得

馨

進
歩

も
、
再
ひ
疑

問

喜

ら

る

・
に
至

乱
言

・ゴ
・…

の
署
常

、
回
し
馨

辞

憩

・
あ

・

…

。。.一。.。・
.。
・

翁

℃
≒
雪

§

mヨ

三

匹
①
;

重

。=
歪

u
雲

。
ζ

・・量

.・
・

文
明
協
會
澤
政
黛
祉
會
畢
め
り
寸
評
書

に
に
著
者
の
小
傳

為
戯

す
〉
要

す

る

に

幕

…写

銀

面
ぼ

・
聖
別
P
沿
い
得
事

跡
際
逡
ヴ
ポ
ゲ
ボ
・
@
璽

即
評
劉
静
黙

灘
ゲ
椴
引
ボ
び
、
副

う

む

ヨ

リ

も

あ

も

た

ち

り

も

う

モ

コ

様
容
易

に
側
壁

し
得

へ
き
退
歩

あ
り
。

「

も

ひ

ち

セ

も

た

も

も

マ

う

進
歩
は
天

一
弊
害
の
結
果
陀
る
こ
ε
起
b
得

へ
し
、.
假
令
は
勝
ち
戦
の
如
き
、
合
衆
的
暴
力
行
爲
の
成
功
は
、

勝
利
者
側
に
於
て
そ
の
大
望
を
、
暴
力
行
動
そ
の
も

の
に
逡
か
れ
る
他

の
範
園
に
も
、
亦
及
ぼ
す
の
傾
向
常

に
之

に
件

ふ
、
そ
の
結
果
ご
し
て
を
の
成
功
に
は
、
進
歩

へ
の
強
き
衝
動
を
宿
す
も
、
歴
史
の
讃
す
る
所

に
よ
る
に
、

hみ

雰

欝

寝

・
監

審

接

客

審

的
雰

璽

憂

弊
害

は
さ
る
・
曾

て
な
し
、
.そ
の
謬

母
惨

い
窟

寮

霧

㌘

・
奈
破
窮

=
一世
に
よ
る
勝
義

の
長
秀

に
は
、
佛
國
粟

交
通
、
協

者
保

護
及
建
築

の
、

一
隆
昌
を
俘

へ
る
も
鳥
之
ご
共
に
又
生
存
上
輕
浄
血

は
跳
梁

し
、
美
術
皮
相
化
す
る
の
結
果
を
伴

、

層



.へ
り
、

一
八
七
〇

年
以
後
軍
事
上

に
勝

ち
誇

b
た

る
猫
逸

は
、

そ
の
技
術

、
・産

業
⊥
経
済

上
未

曾
有

の
勃
興

を
示

せ

る
も
、
そ

の
藝

循
文
學
略
言
す
れ

は
そ
の
美
的

趣
味

は
、
.之

に
反

し

て
三
十
年
間

不
良
ざ
な
b
、
否
堕
落

に
締

し
、
同
時

に
猫
逸

国
民

の
.勘
理
も
、

亦
そ
の
開
化

上
長

も
重

ん
ず

へ
く
、
叉
畏
む
好

ま
し
き
特

質

の

　
部
を

失
ひ

一
面
有
用
な

る
も
倫

理
的

に
無
頓
着

π
り

、
賞
揚

の
低

値

に
乏

し
き
他

の
特
質
を
得

π
る
も
の

Σ
如

し
、
唯

こ
の

種

の
評
論
は
、
異

論
を
挿

み
得

へ
き
飴
地
多

き
を
以

て
、
立

入
り
た

る
断

定

は
避

く

へ
き
も
、
右
論
旨

の
如

き
評

論
も
砂

か
ら

さ
る
は
注
意
す

へ
し
。

.

ち

も

ヘ

へ

も

ゑ

カ

マ

も

も

へ

し

も

つ

ヘ

エ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

リ

ヘ

へ

ち

も

へ

ぬ

も

へ

ち

へ

経
濟
的
大
進
歩
の
時
代
は
、
逼
常
公
共
道
徳
の
上
に
、
大
に
相
違

せ
る
二
影
響
を
及
ぼ
す

へ
し
、

一
面
に
は
幾

多
階
級
闘
争
を
麗
だ
る
後
、
始

め
て
熬
り
ご
は
吉

へ
、
貧
困
な
る
下
層
階
級
民
に
も
亦
及
ほ
さ
る
へ
き
、
生
存
條

件

の
改
善

に
よ
り
、
彼
等
を
し
て

一
般
幅
阯

に
も
均
霑
せ
し
む
る
こ
ε
》
な
b
、
法
律
上
規
定
せ
ら

る
Σ
程
度
の
、

徳
行
は
高

め
ら
る

へ
し
、
即
ち
統
計
に
示
し
得

へ
き
犯
罪
は
減

し
、
減
せ
さ
る
程
度
に
於
て
は
、
そ
の
犯
罪
巧
妙

蓬
な
り
.、
殺
人
の
代
り
に
巧
み
な
る
詐
欺
行
は
る
の
さ
れ
と
他
の

一
面
に
経
済
的
繁
榮
期
は
、
物
持
階
級
及
政
府

.

の
自
意
識
を
厖
大
な
ら
し
め
、
そ
の
自
意
識
は
対
外
關
係
土
、
偏
挾
な
る
愛
国
主
義

の
形
式
、
井
に
博
愛
心
の

}

般
低
下
ε
な
噸
て
現
は
る
、
他
國
語
を
話
し
、
他
人
種
な
る
諸
国
民
に
、
謝
す

る
程
度
に
於
て
黙
り
。

一
士
.

・

諸
国
民
の
政
治
的
精
耐
的
藝
術
的
歴
夏
は
、
小
進
歩
及
小
退
歩
の
、
殆
ん
ε
際
涯
な
き
継
起
よ
り
な
り
、
そ
の

問
何
等
の
調
和
及
方
法
な
し
、
≦
8

か
歴
史
の
干
満
.
∩
o巨

。
h8
0
「訟

ε
呼

へ
る
、
氣
任
せ
の
傾
向
以
外
、
何

コ

へ

あ

も

　

　

も

ヘ

カ

も

う

へ

も

も

マ

ヨ

り

し

ろ

し

へ

ら

コ

で

ぬ

へ

リ

へ

も

誓

の
規
律

な
く
し

て
績
出
す
、
進
歩

の
基
本
性
質

は
、

そ
の
不
完

企

に
あ
b
、
・そ

の
跳
躍
的
断
片
的

に
し
て
、
異

論

叢

進
歩
か
退
歩
か
三

・完
)
.
.

第
+
三
巻

(第
六
號

七
]
)

八
五
三

r

,



、

論

叢

進

歩
か
退
歩
か
〔三
、完
)

第
十
「
巻

〔第
六
號

七
二
)

八
五
四

カ

ぬ

つ

カ

つ

ね

う

も

議
多

き
本
質

に
あ
り
、
進
歩

は
決

し
て
同
時

に
人
間
活

動

の
、
あ
ら

ゆ

る
部
面
を

包
括
す

る
こ
ε
な

し
、

そ
の
敷

力
は

一
方
向

に
は
佳

具
な
る
も
、
他

の
方
向

へ
は
不
良

な
♪
、
時

`
し
て
分
量
償
値
作
出

上
の
進

歩

は
、
品
質
債

値
作

出
上

の
損
害
を
件

ひ
。

叉
は
を

の
反
射

な

る
二
ξ

あ
り
、

一
範

園

に
於
け

る
進
歩

か
、
他

の
範

團
に
於

け
る

退
歩

を
、
恰

も
そ
の
條

件

ε
す

る

こ
ξ
あ
り
、
人
間
史

上

そ
の
永
遠

な

る
右
往
叉
左
往

、

一
上

一
下

に
於

け
る
出

へ

も

來
事

は
、
相

互

の
問

比
較

し
得

へ
き

に
非
す
、

そ
の
結

果
も
亦
確

か
め
難

し
、
進

歩

に
旋

律
あ

る
こ

ご
も
、
未
だ
.

へ

も

り

ゅ

も

あ

あ

へ

　

.曾
て
立
讃
し
得

へ
き
に
弄
す
、
多
く

ε
も
多
少
の
俘
生
及
定
期
回
路
性
を
、
究
明
し
得

へ
き
の
み
、
か
く
て
學
問

上
に
あ
り
て
は
、
進
歩
概
念
に
よ
り
何
事
を
も
着
手
し
得

へ
き
に
非
す
、
唯
こ
の
不
明
叉
海
綿
質
な
る
概
念
も
、俗

語

に
移

さ
れ
、
新
聞
に
推
上
込
ま
れ
、
國
氏
の
口
に
上
せ
ら
る
＼
は
、
人
な
る
淺
慮
及
概
念
錯
胤
を
生
む
の
原
因

あ

ヘ

ヘ

へ

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
吟
、

さ
れ
は
少
も

こ
も
定
冠
詞

を
附

し

、
叉
絶
対
観

念

ご
し

て
の
進

些

∪
。
「
団
o
暮
雪
年
算

て

ふ
語

は
、
學
者

の
専

門
語

よ
り
斥

そ
け
、
之

か
使
用
を
許

せ
b

ε
す

る
も

精

々
定
義

し
得

へ
く

、限

定
し
得

へ
き
範
園
内

に
て
、

同
様

に
定
義

し
得

へ
く
、
限
定

し
得

へ
き
進
歩

に
限

る

こ
ε

》
す

へ
き
な

り
、
人
間

の
進
歩
は
、
「
紳

を
父
こ

し
、

人
を
兄
弟

こ
す

」

へ
ぎ

こ
ε
を
、
そ

の
跡
標
達
す

へ
し

ε
は

、
信

仰
の
基

礎

に
於
て

の
み

、
説

き
得

へ
き
所

な
り
。

進
歩

て

ふ
語
も

、
高
調
子

に
は
響

き
な

か
ら
、
空
虚
叉

は
意
義
過
飽

な

る
、

…
皿

の
吉
葉

同
様

、
科

學
上
之

を
有

ヵ

エ

ヘ

ヘ

や

ち

ヘ

ヤ

ヘ

マ

ヵ

ヤ

へ

も

　

も

も

ヘ

へ

用
た
ら

し
む

る
た

め
に
は
、
相

封
主
義

の
流

れ
内

に
て

、
之

を
採
用
す

る
の
要
あ

り
、
何

に
於

け
る
進

歩

か
、
如

ヤ

も

も

ロ

も

も

　

へ

た

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

へ
　

ヤ

ヘ

ヘ

カ

も

う

ヘ

ヤ

へ

し

ヘ

ヘ

セ

ら

ち

し

も

ヘ

へ

も

も

へ

も

何
な

る
見
地

よ
り
見
た

る
進
歩

か
、
如
何

な

る
前

提

の

下
に
於
け

る
進
歩

か
ε
、,
盲

ふ
か
如

き
反
省

に
就

き
、
相

セ

も

も

セ

し

ぬ

へ

も

ヨ

つ

も

も

マ

あ

ら

セ

リ

マ

ヤ

リ

へ

さ

ぢ

へ

ぬ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

當

の
解
答

を
得

た

る
際

に
限
り

、
肚

會
學

者

ピ
し

て
は
之

を
採

用
し
得

へ
き

の
み
。
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